
※化学合成農薬と化学肥料の削減割合によって、3つの認証区分に分けられます。

東京エコ 50（養液栽培）東京エコ 25
（養液栽培）

（養液栽培の場合）

基準に適合

振興課 農業環境担当

東京都 大島支庁 産業課 農務担当

東京都 三宅支庁 産業課 農務担当

東京都 八丈支庁 産業課 農務担当

東京都 小笠原支庁 産業課 産業担当

東京都では、環境への負荷軽減に配慮した持続可能な農業を推進しています。
この制度は、化学合成農薬と化学肥料を削減して作られる農産物を都が認証するものです。

土づくりを行い、様々な技術を導入して、化学合成農薬の使用回数や化学肥料の
使用量を減らした農業を実践（養液栽培では土づくりは不要）



〔 作物 〕 
●水稲 
●小麦 
〔 野菜 〕 
●アイスプラント 
●アシタバ 
●アスパラガス 
●イチゴ 
●ウド 
●エダマメ 
●オクラ 
●カボチャ 
●カリフラワー 
●キャベツ 
●キュウリ
●ケール 
●コカブ 
●ゴボウ 
●コマツナ 
●サツマイモ 

●サトイモ 
●サヤインゲン 
●サヤエンドウ 
●シシトウ 
●ジャガイモ 
●シュンギク 
●ショウガ 
●スイートコーン 
●スイカ 
●ズッキーニ 
●ダイコン 
●タマネギ 
●チンゲンサイ 
●トマト 
●ナス 
●ナバナ類 
●ニガウリ 
●ニンジン 
●ニンニク 
●ネギ 

●ハクサイ 
●葉ショウガ 
●葉ダイコン 
●ピーマン 
●非結球レタス 
●ブロッコリー 
●ホウレンソウ 
●ミズナ 
●ミニトマト 
●モミジガサ 
●モロヘイヤ 
●ヤマノイモ 
●ラッカセイ 
●ラッキョウ 
●ルッコラ 
●レタス 
〔 果樹 〕 
●イチジク 
●ウメ 
●温州ミカン 

●カキ 
●キウイフルーツ 
●クリ 
●ナシ 
●ブドウ 
●ブルーベリー 
●パッションフルーツ 
●ユズ 
●リンゴ 
●レモン 
〔 工作芸物 〕 
●食用つばき（種子） 
●茶 
〔 野菜 〕 
●イチゴ（養液栽培）
●トマト（養液栽培） 
●ミニトマト（養液栽培） 

（令和5年5月現在）アイウエオ順

認証対象農産物は、順次追加する予定です。

調査 ⑬ 天然物質由来農薬利用技術　⑭ 試験研究機関等で開発された技術

②③⑤⑦⑧⑫の技術は、養液栽培では「化学合成農業削減技術」として
使用できません。

東京都エコ農産物とは、基本的には土づくりの技術や化学合成農薬と化学肥料
削減の技術を導入し、都の慣行使用基準* から化学合成農薬と化学肥料を削減
して作られる農産物です。化学合成農薬と化学肥料の削減割合は、25％以上、
50％以上、不使用の 3区分で認証します。

新たに、養液栽培も対象になりました。
養液栽培において認証対象とする農産物
主な光源が自然光で、農地の土壌と物理的に隔離された環境で生産する農産物を対象
とします。
養液栽培とは…土を使わずに、肥料を水に溶かした培養液により、作物を栽培する方法

※養液栽培では、土づくり、化学肥料削減の技術に代えて、養液栽培の認証基準を満たすもの

※

※


